
分で決めるこ凱　嵐　のかかわも』を大喝に　た栽培活動
邱漬け物樽で野菜を作ろう一

川　崎　精　朗

1　はじめに

最近の子どもたちは,植物を栽培する機会が少ない。特に野菜や果物に対する栽培経験は十分と

はいえない。例えば,大根が土の中にできることを知らない,ナスやキュウリがなっているところ

を見たことがない,イチゴが土の上になるのを知らないなど,このような例は枚挙に暇がない。調

理をされて出てきた食べ物が何だかわからないということもある。キャベツとレタスの違いがわか

らない,ミカンとバツサクの区別がつかないなど,このような例は,数限りなくある。それは,最

近の家庭の生活を反映しており,ある程度しかたのないことである。しかし,自分が好きな食物は

どのように育ち,どのような世話が必要なのかということを知り,野菜や果物とかかわりあいなが

ら,できるだけ自分の力で育ててみる経験も必要であると考える。

本学級の子どもたちは,1年生の時から,アサガオ・サツマイモ・球根類の栽培を経験してきた。

栽培活動をしていく中で,自分で決める場を多く与えられ,自己決定をしてきた。例えば,アサガ

オは自分の好きな色を選び,球根類は自分の育てたいものを選んで栽培をした。その結果,栽培意

欲が持続し,結果も自分なりに満足する子どもが多かった。サツマイモについては,実際に食べる

ことができたという満足感が,栽培の達成感であったように思う。

2年生になり,キュウリ0ミニトマト・ナス・ピーマン・エダマメ・トウモロコシ・スイカ。メ

ロンを栽培してきた。自分なりのこだわりで栽培できそうなものを選び,どの子どもも収穫の喜び

を味わうことができた。9月になり,枯れてしまった植物を見ながら,次は何を育てようかという

思いが子どもたちの間に自然に生まれてきた。夏野菜と同様に,自分で育てる野菜を決めた。野菜

は,キャベツ・ハクサイのブロッコリー・芽キャベツ・サニーレタス・ジャガイモの中から選んだ。

一度野菜の栽培をを経験している子どもたちは,自信をもって取り組むことができ,収穫の時期を

迎えている。本稿では,年間を通して栽培活動に取り組み,子どもたちがどのように変わったのか

を見ていきたい。

2。実践の実際

(1)栽培方法

2年生の栽培暦は,次の通りである。

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　11月　12月　1月　2月　3月

春植え野菜　0

4/26植え付け　　　　収　穫

秋植え野菜 0

9/10植え付け 収　穫

このように,年2回の栽培活動を行った。栽培容器として,漬け物だる(2斗樽)を一人一檜用

意し,子どもたちが,自分の畑だという思いを強くもつことができるように配慮をした。2斗樽に
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は,土が40リットル近くはいるので,植物は十分に育つ環

境にあるといえる。写真にあるように,樽のそこに穴を開

け,栽培容器として十分に活用できるものである。これ

は,一つ200円程度で一度使用したものを漬物店から譲っ

てもらうことが可能である。

本実践では,種苗園の方に,年間通して関わっていただ

き,実際の授業にも入っていただき教師ではない支援者と

関わりをもつことも大きなねらいとしている。

(2)学習のねらい

一連の栽培活動で,次の5点をねらいとして設定した。

①　自分の栽培したいものが,自分なりのこだわりで決めることができるようにする。

②　野菜や果物の栽培方法を,自分なりの方法で調べ,実行できるようにする。

(診　友だちやお店の人とかかわりながら,野菜の世話ができるようにする。

④　栽培方法や生育の様子を絵や文などで表現することができるようにする。

⑤　収穫した作物を持ち帰り,家族で共に収穫の喜びを味わうことができるようにする。

(3)ねらいの達成に向けての取り組み

(丑と(参については,次の写真を見てみたい。

自分で栽培したいものを自分のこだわりで決め,栽培方法を調べている場面である。同じ作物を

栽培する者どうLで集まって,情報交換も行われた。

③についてであるが,実際に苗を買う場面から,種苗園の方と事前に打ち合わせをし,学校に来

ていただき,子どもたちが実際に買うことが出来る場を設定した。
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④については,前ページの子どもの表現を見たい。これから始まる栽培への期待とがんばろうと

いう意欲が感じられる。⑤については,最後に子どもの感想を紹介したい。

(4)人との関わりについて

本実践では,栽培活動を通して,特に人との関わりに焦点を当て,取り組みをした。2回の授業

研究を通して,どのような関わりが持てるようになったかを考えてみたい。

①　春の指導案から

ア　授業設計の焦点

本時の学習は,苗や種を植えて約2か月後,ある程度大きく育ち,収穫に向かって世話をする

場面である。これまでに,間引いたり,芯を止めたり,腋芽を摘んだりするなど,作物に合った

世話の方法を経験してきている。本時では,本で調べたことや人に聞いたことを手がかりにし,

友だち同士で確認したり,支援者に聞いたりすることで,自信をもって世話をすることができれ

ばと思う。支援者は担任だけでなく,1年生の時からかかわりを持たせていただいている種苗園

の方に来ていただき,子どもたちの活動を支援していただくこととした。本時の活動が,これか

ら収穫を迎えるまで,長い栽培活動の意欲を持続するきっかけになることを願っている。

自分が栽培する作物の世話の方法を知ったうえで,人に聞いたり友だちと確認したり

事ができれば,自分で実際に作物の世話をすることができるであろう。

∴

」
イ　本時のねらい

友だちや支援者とかかわり合いながら,自分の栽培する作物の世話をする事ができる。

ウ　学習の展開　(5月12日)

学 習　 活 動 l　 みとりの視点 !　　 教師の働 きかけ

1　 前回の野菜の栽培で　 ○夏野菜の栽培のことをどの 1 ・前回の栽培活動の様子を写真で

どのような世話をした　　 ように振 り返っているか。 紹介する。

か振 り返 る。

・間引 く。

。芯を止める。

・腋芽を取 る。

。支柱を立てる。　　　 〇日分が調べた方法で, どのよ

2　 今回の世話の仕方を　　 うな世話 をしようとしてい 2 e 自分の調べた方法や, 人 に問い

確認 し, 前 回の世話 と るか。 た方法をもう一度確認するよう伝

える。の比較をする。

はずだよ。 ・.,..・く.ゥ　　　　　　てこ:ここ・こモ・ニ
・.たこ触ブル. 、..~.こ

・前回の世話と比較するよう, 言葉

・虫はいないかな。+ l 壷養養議迄論 ~̀11等閉̀　　　　　 ~.F..、'.

∴~、適職

かけをする。

3　 実際に世話をする　　 ○友だち とどのようなかかわ 3 ◎友だちや支援者に相談しなが ら

0 これでいいのか友だ　　 りをしようとしているか。 世話をするようにうながす。

ちと相談 をしよう　　　 ○支援者 にどのようなかかわ

・おじさんや先生にも りをしようとしているか。 ・世話の様子を見守 り, 確認をす

聞いてみよう る。

4　 発見カー ドに表現を !○ どのようなことに こだわっ

する。　　　 昌 警 をしようとしている

i

4 ・思った ことや感 じた ことを表現

するよう伝える。
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②　授業後の検討会から

関わり合いの質を上げることが話題となった。友達との関わりを深くするために,縦1列でなく,

円形にしたり,同じ世話の場面を見合う場面が必要ではないかという指摘を受けた。かかわりには,

作物とのかかわり,友だちとのかかわり,支援者とのかかわりがあり,それぞれの質を高めていく

ことが次への課題になろうということであった。また,野菜の世話は,何のためにするのかという

ことが,子どもたちに十分に伝わっていなかったのではないかという指摘も出た。とりあえずやっ

てみて,後なるほどと納得するのも一つの方法ではないかと考えている

③　秋の指導案から(11月11日)

学　 習　 活　 動 み とりの視点 教師の働 きかけ

1　 前 回の野菜の栽培で ○夏野 菜の栽培 の こ とを どの 1 ・前回の栽培活動 の様子 を写真 で

どの ような世話を した

か振 り返 る。

・間引 く。

・芯 を止める。

・腋芽 を取 る。

・支柱 を立 てる。

ように振 り返 ってい るか。

〇日分が調べた方法で, どのよ

紹介する。

2 ・自分の調べた方法や, 人 に聞 い2　 今回の世話の仕万 を うな世話 を しよ うとして い

確認 し, 前回の世話 と るか。 た方法 をもう一度確認す る よう伝

の比較 をする。

・肥料 をや るのは同 じ

こ5・拓ま・こここ・ギユニ

・く▼ノこ

える。

・前回の世話 と比較 するよう, 言葉はずだ よ。 曇. ニス　　 1競.̀~.f…こ_涌 …こてま….…こ…

こヂご　 て・・Fもこ.~　　　　 ニごここ・・・・Z.元ご幸一

ここ・・ゥ・・　　　　　　 ・:・・・・莞:!:≡:ミニ#・誠.曇イ

・虫 はいないかな。

・土 をかぶせな くてい

かけをす る。

3 ◎̀友だちや支援者 に相談 しなが ら

いか な。

・ち ょっと楽かな。

ご̀ヽ.̀.
銭.

≧こ　温良摂

3　 実際に世話 をす る ○友 だち とどの よ うなかかわ

・これでいいのか友だ りをしようとしているか。 世話 をす るようにうながす。

・世話 の様子 を見守 り, 確認 をす

ち と相談 をしよう ○支援者 にどの よ うなかかわ

・おじさんや先生 にも りをしようとしているか。

○ どの よ うな こ とにこだわ っ

聞 いてみよう る。

4　 発見カー ドに表現 を 4 ・思った ことや感 じた ことを表現

す る。 て表現 をしよう としてい る

か

するよう伝 える。

④　授業後の検討会から

種苗園の方とも何回も関わりを持たせていただいたので,子どもたちが自然に話しかけていた。

また,種苗園の方も数回実際に授業に入られたので,声をかけるタイミングなど,コツをつかまれ,

余裕をもっておられた。子どもたちは,2回目の栽培活動なので,自分の調べてきた方法で,自信

をもって世話ができていた。子どもたちめ関わりがより多く持てるように,栂の円形にしたりする

など置き方を工夫したので,話がしやすかったようである。
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(5)収穫した作物を持ち帰り,家族で共に収穫の喜びを味わうこと

自分で育てた作物を,どうしたいかと子どもに聞くと,誰でも「もって帰りたい。」という。グ

ループで育てたのなら,00パーティーということも考えられようが,一人が-樽で育てた作物は

自分のものという思いでいっぱいになるのが自然だと思う。初めてもって帰った臼の子どもの感想

と,保護者の感想を見てみたい。

ラッキー!!　えだまめ大せいこう

今日,はじめて,えだまめをもってかえりました。わたしは,「まえ,00さんが言っていた

ように,すごくあまいかな。」と思いました。おとうさんに食べさせてあげたら,「しあわせ。」

と,言ってくれました。今日は18こだったので,つぎは,たくさんもってかえって,おかあ

さんにも,おとうとにも食べさせてあげたいです。

おとうさんから

「私が育てた枝豆を食べさせてあげるからね。」と,ずっと言っていたので楽しみにしていま

した。今日,その枝豆が食べられます。ビールを飲んで枝豆をつまみます。「うん,甘くておい

しいじゃん。ありがとう,お姉ちゃん。」お父さんが,「ビールに枝豆が最高さ。」と言ったから,

枝豆を育てると決めてくれました。その枝豆を食べることができて,お父さんは,本当に,

また,枝豆をもって帰ってね。

子どもも保護者も最初の収穫を喜び合っている様子がよくわかる。おそらくこの子どもは,次の

収穫の時には,お母さん,弟たちとも喜びを味わったに違いない。ここでは紹介ができなかった

が,子どもたちが表現したものから,どの子どもも,家族と共に喜びをわかちあったことがよくわ

かった。さらに,自分の生活を豊かにしようと,料理を手伝う子どもたちも多くなった。

3.成果と謀瑾

5つの学習のねらいに沿って,年間を通じて栽培活動を行なってきた。特に人とのかかわりにつ

いて重点を置いて取り組んでみた。自分で決める場は多く設定したので,子どもたちは自分のこだ

わりで自己決定をし,先に進むことができるようになってきた。学年が進むと,指導者が場の設定

の数を少なくしても,自分で決めていくことが多くできればと思う。栽培活動は,十分に作物がで

きることが次への意欲を喚起するものとなる。夏野菜は,どの子も十分な達成感を味わい,2度昌

の栽培に意欲的に取り組んでいる。最初は自分一人のことで精一杯だった子どもたちは,世話の回

数が増えるたびに,友だちの野菜のことにも目が向き始め,お互いに教え合う場面も見られるよう

になってきた。指導者も教師だけでなく,種苗園の方に定期的に入っていただくことで,効果的に

授業を進めることも可能となった。冬休みに入って,野菜のことが気になって,お店に電話をかけ

たり,手紙を出したりした子どももいた。栽培の意欲が高いレベルで継続している証拠である。友

だちとのかかわり,お店の人とのかかわりは,栽培活動を通して,深まりを見せたと考える。今後

は,栽培活動以外でも,人とのかかわりを深めていく方途を模索していきたい。
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